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1 
履	 歴	 書 
	 
【氏	 名／性別】	 	 福田	 	 寛	 
	 ふ く だ 	 	 ひ ろ し 	 
	 FUKUDA	 Hiroshi	 	 男	 
【生年月日】	 昭和23年6月23日	 
【本籍地】	 宮城県	 
【最終所属・職名】	 東北大学加齢医学研究所機能画像医学研究分野・教授	 
	 
【学	 	 歴】	 
昭和49年3月	 東北大学医学部卒業	 
昭和49年4月	 東北大学大学院医学研究科博士課程入学	 
昭和53年3月	 東北大学大学院医学研究科博士課程修了	 
【学	 位】	 医学博士（東北大学）	 	 	 	 	 
	 
【職	 歴】	 	 
昭和53年10月	 東北大学抗酸菌病研究所附属病院放射線科	 医員	 	 
昭和54年10月	 東北大学抗酸菌病研究所附属病院放射線科	 助手	 	 
昭和55年10月	 東北大学抗酸菌病研究所放射線医学研究部門	 助手	 
昭和59年	 9月	 仏国フレデリックジョリオ研究所	 Visiting	 fellow	 
昭和60年	 9月	 東北大学抗酸菌病研究所放射線医学研究部門	 助手に復帰	 
昭和61年	 4月	 東北大学サイクロトロンラジオアイソトープセンタ 	ー 助手	 
昭和62年	 1月	 放射線医学総合研究所	 臨床研究部第３研究室・研究員	 	 
昭和62年	 4月	 放射線医学総合研究所	 臨床研究部第３研究室・主任研究官	 	 
平成	 元年	 4月	 放射線医学総合研究所	 臨床研究部第３研究室・室長	 	 
平成2年12月	 東北大学抗酸菌病研究所放射線医学研究部門・教授	 
平成	 5年	 4月	 東北大学加齢医学研究所機能画像医学研究分野・教授	 
平成	 6年	 6月‒平成9年３月	 放射線医学総合研究所重粒子線センター障害・臨床研究部併任	 
平成	 8年	 5月‒平成13年3月	 放射線医学総合研究所重粒子線センター高度診断機能研究ス
テーション併任	 
平成13年4月‒平成14年3月放射線医学総合研究所重粒子医科学センター画像医学部併任	 
平成14年4月-平成16年	 3月	 東北大学評議員	 
平成16年4月-平成18年	 3月	 東北大学加齢医学研究所	 副研究所長	 
平成18年4月-平成24年	 3月	 	 東北大学加齢医学研究所長	 
平成23年4月-平成24年	 3月	 	 東北大学国際高等教育研究機構長（併任）	 
	 	 	 	 	 	 同機構国際融合研究所長（併任）	 
平成25年	 3月	 東北大学を定年退職	 
	 
【資格等】	 
昭和49年06月	 医師免許証（医籍登録第222257号）	 
昭和53年11月	 第一種放射線取扱主任者免許（第8720号）	 
平成02年11月	 日本核医学会核医学認定医（100188号）	 
平成10年	 4月	 日本老年医学会指導医（107009号）	 
平成12年	 8月	 日本核医学会核医学専門医（100188号）	 
平成14年	 8月	 日本核医学会PET核医学認定医(P00805号)	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【専門領域】	 
PETによる癌診断の基礎的・臨床的研究	 
脳の形態と機能に関する画像医学的研究	 
癌の熱中性子捕捉治療に関する基礎的、臨床的研究	 
	 
【受	 賞】	 
昭和59年10月	 第21回日本核医学会賞（第15回マリンクロット賞）	 
平成02年12月	 第4回中性子捕捉治療に関する国際シンポジウム優秀論文賞	 
平成16年	 9月	 日本神経回路学会論文賞（佐藤らと共同受賞）	 
平成20年	 4月	 第67回日本医学放射線学会総会学会賞銅賞（瀧らと共同受賞）	 
平成20年10月	 第44回日本医学放射線学会秋季臨床大会学術展示優秀賞（Gold	 Medal）
	 （瀧らと共同受賞）	 
平成21年4月	 第68回日本医学放射線学会総会学会賞金賞（瀧らと共同受賞）	 
平成23年11月	 日本医学放射線学会秋期臨床大会Platinum賞（高浪健太郎らと共同受賞）	 
平成23年6月	 2011年米国核医学会Second Place Poster-Educational Exhibits Track. 
平成24年12月	  2012年米国放射線学会Cum Laude award（高浪健太郎らと共同受賞）	 
	 
【学内管理運営・委員等】	 
平成3年4月-平成4年3月	 補導協議委員	 
平成3年4月-平成25年3月	 サイクロトロン･ラジオアイソトープセンター運営委員（運営
	 専門委員）	 
平成3年4月-平成25年3月	 東北大学病院出張診療所長（サイクロトロン･ラジオアイソト
	 ープセンター内）	 
平成6年12月-平成25年3月	 放射光科学専門委員会委員	 
平成8年4月-平成10年3月	 医学部倫理委員会委員	 
平成9年4月-平成19年3月	 百年史編纂委員	 	 
平成14年4月-平成16年3月	 東北大学評議員	 
平成14年4月-平成15年3月	 目標評価・財務委員会委員（通称Ｂ委員会）	 
平成15年4月-平成25年3月	 広報戦略室員（広報企画室員）	 
平成15年4月-平成19年3月	 百周年記念事業実行委員会委員	 
平成15年4月-平成19年3月	 広報・記録実行委員長	 
平成16年4月-平成18年	 3月	 東北大学加齢医学研究所	 副研究所長	 
平成17年4月-平成20年3月	 メールマガジン制作ＷＧ委員長（メールマガジン	 運営委
員長）	 
平成18年4月-平成24年	 3月	 	 東北大学加齢医学研究所長	 
平成20年10月-平成25年3月	 萩友会広報委員長	 	 
平成23年4月-平成24年	 3月	 	 東北大学国際高等教育研究機構長（併任）	 
	 	 同機構国際融合研究所長（併任）	 
平成24年4月-平成25年3月	 国際高等研究教育研究機構運営審議会運営専門委員会委員	 
	 
【学会等における活動】	 
・	 日本核医学会理事（、平成17年11月-平成21年11月）-PET核医学委員会委員長2回をつ
とめ、この間、FGD-PET健保採用に貢献。	 	 
・	 日本核医学会評議員(平成10年11月-	 現在)	 
・	 日本医学放射線学会代議員（平成18年４月-平成24年4月）	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・	 日本老年医学会評議員（1994	 -	 現在）	 
・	 国際中性子捕捉治療学会	 Board of Councillor (1994 – 1998, 1998 – 2012)	 
・	 米国核医学会会員	 
	 
国際学会・国内学会総会等主催	 
 
・	 Second International Symposium on Clinical PET in Oncology. Sendai International Center, May 17, 
1993, Sendai, Japan (松澤大樹、福田	 寛).	 
・	 8th International Symposium on Functional Mapping fo the Human Brain, Sendai 
International Center, June, 2002, Sendai, Japan (川島隆太、福田	 寛).	 
・	 第14回仙台国際学術シンポジウム「脳とこころの情報技術」、2002.10、Sendai International 
Center, June, 2002, Sendai, Japan (川島隆太、福田	 寛).（川島隆太、福田	 寛）.	 
・	 International Syposium on New Perspective of Receptor Imaging by PET, Sendai International Center, 
June, 2002, Sendai, Japan (伊藤正敏、福田	 寛).	 
・	 第47回日本核医学会学術総会、仙台国際センター、2007年11月４‐６日、仙台（福田	 寛）.	 
 
学会地方会・分科会等主催	 
	 
･	 	 第105回日本医学放射線学会北日本地方会、第５０回日本核医学会北日本地方会、艮陵会館、
2001年11月6，7日、仙台（福田	 寛）	 
･	 第38回腫瘍・免疫核医学研究会（日本核医学会分科会）、艮陵会館、2005年7月23日、仙台
（福田	 寛）.	 
･	 第121回日本医学放射線学会北日本地方会、第６６回日本核医学会北日本地方会、艮陵会館、
2009年11月6，7日、仙台（福田	 寛）.	 
･	 第127回日本医学放射線学会北日本地方会、第72回日本核医学会北日本地方会、艮陵会館、
2012年11月16,17日、仙台（福田	 寛）.	 
	 
研究会・シンポジウム等主催	 
・	 第１３回加齢医学研究所シンポジウム。脳の高次機能の構築、仙台、1995.2.24（福田	 寛、
仲村春和）.	 
・	 第１６回加齢医学シンポジウム。形と画像の医学、仙台、1996.7.12（福田	 寛、山家智之）.	 
・	 第８回東北肺癌修集学治療研究会。仙台、1997.2（阿部由直、福田	 寛）.	 
・	 第９回東北肺癌修集学治療研究会。仙台、1997.7（阿部由直、福田	 寛）.	 
・	 第１０回東北肺癌修集学治療研究会。仙台、1998.2（阿部由直、福田	 寛）	 
・	 第２回BNCT夏のワークショップ。「熱中性子を用いる癌の治療法に関する学際的研究」、川渡
（鳴子温泉）、1998.8（福田	 寛）.	 
・	 第11回東北肺癌修集学治療研究会。仙台、1998.9（阿部由直、福田	 寛）.	 
・	 第１回東北FDG-PET研究会、盛岡、2010年7月28日（福田	 寛）.	 
・	 第２回東北FDG-PET研究会、盛岡、2011年7月28日（福田	 寛）.	 
・	 第３回東北FDG-PET研究会、仙台、2012年7月28日、仙台（福田	 寛）.	 
	 
【社会における活動】	 
・	 平成3年（第7回）日本国際賞授賞式、祝宴、後席に審査委員推薦の若手教授として出席（天
皇、皇后両陛下ご臨席）。	 
・	 高度診断機能研究ネットワーク会議委員（放射線医学総合研究所）（平成9年１月-平成10
 
 
4 
年３月）	 
・	 医薬品副作用被害救済・研究振興調査機構、研究支援事業専門委員（平成10年-平成16年)	 
・	 2003年（第19回 ）日本国際賞審査委員（平成14年7月11日―平成15年6月30日）、
「医学における視覚化技術」分野で小川誠二博士を選出。平成15年4月25日、日本国際
賞授賞式、祝宴および後席に出席（天皇、皇后両陛下ご臨席）。	 
・	 社団法人東北大学医師会代議員（平成16年４月-平成18年３月）	 
・	 科学研究費委員会専門委員（平成16年1月-平成19年12月）（平成20年１月-平成20年12
月）、（平成21年１月-平成21年12月）、（平成23年12月-平成24年11月）	 	 
・	 NEDO技術委員（平成17年6月-平成19年3月）、（平成19年4月-平成21年3月）、（平成
23年2月-3月）	 
・	 独立行政法人に本原子力開発機構東海研究所開発センター原子力科学研究所	 研究炉医療
照射委員会委員（平成18年４月-	 現在）	 
・	 財団法人宮城県対がん協会常任理事（平成18年６月-平成24年３月）	 
・	 財団法人艮陵医学振興財団理事（平成18年４月-平成24年３月）	 
・	 宮城県緊急被曝医療ネットワーク会議委員（平成19年-	 現在）	 
・	 公益法人日本アイソトープ協会常任委員会委員	 
・	 NPO法人艮陵協議会副理事長	 
・	 NPO法人REDEEM理事（社会人に対する医工学教育）	 
	 
外部資金獲得実績	 
	 
(1)	 研究代表者	 
	 
文部科学省関係	 
	 
・	 脳画像データベースに基づく計算解剖学的手法による年代・性別正常脳構造モデルの作成（新
学術領域研究(研究領域提案型)	 2012-2013年	 7,020	 (5,400)千円（2013年予定）	 
・	 ホウ素中性子捕捉治療の実用化のためのポジトロンCT診断薬標識合成法の開発（挑戦的萌芽
研究）	 2011-2012年	 2,600(2,000)千円	 
・	 脳 MR 画像を用いたグラフ理論に基づくヒト脳の包括的ネットワーク構造解析基盤研究(A)	 
2011-2013年	 34,000（24,100）千円（2013年予定額含む）	 
・	 脳画像データベースに基づく計算解剖学的手法による年代・性別正常脳構造モデルの作成（新
学術領域研究(研究領域提案型)	 2010-2011年	 7,020	 (5,400)千円	 
・	 解剖学的標準化の変換ベクトル場で脳萎縮を表現する方法の開発とその応用(萌芽研究)	 
2008-2009年	 1,900(1,900)千円	 
・	 F-18 フルオロデオキシマンノース(FDM)による PET がん診断法の開発（基盤研究(B)）	 
2007-2009年	 11,960(9,200)千円	 
・	 ヒト脳磁気共鳴画像データベースプロジェクト（国際共同研究）2007-2008年	 4,575(4,575)
千円	 
・	 がんの治療に直結した核医学的手法によるヒト腫瘍の細胞増殖動態評価法の開発（基盤研究
(B)）	 1997-2000年	 9,600(9,600)千円	 
・	 ヒト脳機能地図とその国際デ-タベ-ス化の研究（国際学術研究）1997-1998	 (6,700)千円	 
・	 痴呆の病態の神経生物学的研究-ポジトロンCTによるヒト脳でのインビボ解析（一般研究(B)）	 
1994-1995年	 6,400(6,400)千円	 
・	 痴呆を中心とした脳機能異常のポジトロン画像診断法の開発（一般研究(C)）	 1992-1993年	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1,300(1,300)千円	 
・	 脳神経受容体から見た脳機能解明の研究-ポジトロンCT によるインビボ測定（一般研究(C)）	 
1991-1992年	 2,000(2,000)千円	 
	 
厚生労働省関係（代表）	 
・	 コンピュータ脳図譜システムを用いた痴呆の核医学的診断法の開発（厚生科学研究費補助金	 
長寿科学総合研究費）1997年	 3,900(3,900)千円	 
	 
その他（代表）	 
・	 統合的先端脳画像情報通信ネットワークに関する研究開発（通信・放送機構直轄事業）	 
1996-2000年	 800,000千円	 
・	 マルチメデイア時代に病院間通信システムの研究と仮想研究室に関する模索（通信・放
送機構創造的情報通信技術研究開発推進制度）	 1996-2000年	 113,700千円	 
・	 ヒト脳の高次機能と脳機能画像データベース作成に関する研究（東北大学学祭科学研究
センタープログラム）1998-2000年	 14,074(14074)千円	 
・	 生体成分THz分光解析ー生体高分子のTHz分光特性（民間等との共同研究（岩手県立大
学））	 2003年	 3,000（3,000）千円	 
	 	 	 	 
	 
(2)	 研究分担	 
	 
文部科学省関係(分担)	 	 
・	 口腔内の環境変化に適応する脳の可塑性を脳内分子の基盤から探索する	 
（基盤研究(B)）	 研究代表者	 渡邉	 誠	 2008-2010年	 配分額	 	 150千円	 
・	 がん分子標的薬のポジトロン断層法による適応・効果判定法に関する基礎的検討（基盤研究
(C)）	 研究代表者	 吉岡孝志	 2008-2010年	 配分額	 600(600)千円	 
・	 全身用ポジトロンCTの消化器癌進展度診断と抗腫瘍薬剤の効果評価への応用（基盤研究(C)）	 
研究代表者	 吉岡孝志	 2001-2002年	 2,400(2,400)千円	 代表一括	 
・	 第8回Human	 Brain	 Mappingサテライト・シンポジウムの準備（基盤研究(C)）研究代表者	 谷
内一彦	 2001年	 3,400(3,400)千円	 代表一括	 
・	 ポジトロンCTによる糖代謝画像の消化器癌質的診断と癌化学療法効果評価への応用（基盤研
究(C)）	 研究代表者	 吉岡孝志	 1998-2000年	 2,100(2,100)千円	 代表一括	 
・	 FDGによる正常脳糖代謝PET画像の撮影装置や撮影法による差とその補正（基盤研究(A)）	 研
究代表者	 千田道雄	 1998-1999年	 3,400(3,400)千円	 代表一括	 
・	 原子炉ならびに新しい線形加速器による原発性、転移性悪性黒色腫の中性子捕捉療法（基盤
研究(C)）	 研究代表者	 市橋正光	 1996-1997年	 配分額1,000(1,000)千円	 
・	 加速器産生放射性核種を用いたがんの断層画像診断:生理・生化学診断の展開（重点領域研究）	 
研究代表者	 横山陽	 1993-1995年	 配分額3,250（3,250）千円	 
・	 転移性ならびに深達性ヒト悪性黒色腫の選択的熱中性子捕捉療法の樹立（試験研究(B)）	 研
究代表者	 三嶋	 豊	 1993-1994年	 15,200(15,200)千円代表一括	 
・	 がん診断精度向上のための陽電子放出核種標識	 生理活性物質の合成研究（がん特別研究）	 
研究代表	 多田雅夫	 1992年	 3,500（3,500）千円	 代表一括	 
・	 中性子捕捉治療の改善と適応拡大のための基礎的臨床的研究（がん特別研究）	 研究代表	 菊
池晴彦	 1991-1992年	 配分額	 750(750)千円	 
・	 脳、心疾患及び癌診断のための陽電子放出核種標識生理活性複素環化合物の合成（一般研究
（B））研究代表	 多田雅夫	 1992-1994年	 6,300(6,300)千円	 代表一括	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・	 陽電子放出核種標識生理活性体による新しい非侵襲的機能画像診断法の開発	 （試験研究（B））
研究代表	 多田雅夫1992-1994年	 10,700(10,700)千円	 代表一括	 
・	 加速器産生放射性核種を用いたがんの質的診断法の開発（がん特別研究）研究代表	 舘野之
男	 1991-1992年	 配分額2,300(2,300)千円	 
・	 ヒト悪性黒色腫全5病型のそれぞれに対応した最適熱中性子捕捉療法の確立（試験研究（B））	 
研究代表	 三嶋	 豊	 1992年	 5,000(5,000)千円	 代表一括	 
・	 ホウ酸熱中性子補促療法の適応拡大に関する研究	 副題:単クローン抗体利用の 10B 集積,即
発γ線による癌診断,L体単離による10B BーPAの薬効増強（がん特別研究）研究代表者	 三嶋	 
豊	 1988-1989	 26,500(26,500)千円	 代表一括	 
・	 ヒト黒色腫のメラニン代謝活性親和性B 1ー0 化合物による選択的熱中性子補促療法（試験研
究(B)）	 研究代表者	 三嶋	 豊	 1988-1990	 49,200(49,200)千円	 代表一括	 
・	 Boron10・モノクローナル抗体による癌の選択的原子炉療法の研究（がん特別研究）	 研究代
表者	 三嶋	 豊	 1987	 12,400(12,400)千円	 代表一括	 
・	 ポジトロン標識化合物による定量的肝機能図の開発（一般研究（B））研究代表者	 伊藤正敏	 
1986-1987年	 3,500(3,500)円	 代表一括	 
	 
厚生労働省関係(分担)	 
	 
・	 がん診療におけるPETの有用性および至適撮影条件の標準化に関する研究（がん研究助成金）
研究代表	 寺内	 隆2009-2010年	 配分額	 2,000(2,000)千円	 
・	 ポジトロン CTのがん診断への応用と診断精度向上に関する研究（がん研究助成金）	 研究
代表	 村上康二	 2006-2009年	 配分額	 4,800(4,800)千円	 
・	 ナノテク集積型埋め込み式心室補助装置（厚生労働科学研究費補助金	 厚生科学基盤研究分野	 
萌芽的先端医療技術推進研究【ナノメディシン分野】）	 研究代表者	 山家智行	 2002-2004
年	 配分額	 8300(8300)千円	 
・	 ポジトロン	 CT	 のがん診療への応用及び診断精度向上に関する研究（がん研究助成金）研究
代表者	 遠藤啓吾	 2001-2004年	 配分額	 4,800(4,800)千円	 
・	 FDG-PETによる診断精度の向上と医療経済効果に関する研究（高度先進医療開発経費）	 研究
代表	 小西淳二	 1999-2001年	 配分額3,000(3,000)千円	 
・	 機能画像による高齢者脳高次機能の解析に関する研究（厚生科学研究費補助金	 総合的プロジ
ェクト研究分野	 長寿科学総合研究事業）研究代表者	 伊藤健吾	 1999-2001 年	 配分額	 
5,100（5,100）千円	 
・	 総合画像診断による高齢者生体機能の解明（厚生科学研究費補助金	 総合的プロジェクト研究
分野	 長寿科学総合研究事業）	 研究代表者	 伊藤健吾	 1996-1998年	 配分額	 3,900(3,900)
千円	 
・	 代謝および膜表面の特異性質に基づくがんのRIイメージングに関する研究（がん研究助成金）
研究代表者	 小西淳二	 1993-1994年	 配分額	 2,800(2,800)千円	 
・	 痴呆疾患の神経生物学的研究（厚生科学研究費補助金長寿科学総合研究費）研究代表者	 西
村	 健	 1993年	 配分額	 2,850(2,850)千円	 
・	 痴呆疾患の神経生物学的研究厚生科学研究費補助金長寿科学総合研究費）研究代表者	 飯塚
礼二	 1991-1992年	 配分額	 2,850(2,850)千円	 
・	 がんの診断の精度向上を目指したRI イメージングに関する総合的研究(がん研究助成金)	 研
究代表者	 久田欽一	 1991-1992年	 配分額	 2,800(2,800)千円	 
	 
その他（分担）	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・	 標準脳データベースを利用した脳萎縮･血流自動診断システムに関する開発研究（通信・放送
機構	 地域提案型研究開発制度）	 研究代表	 川島隆太	 2001-2005年	 配分額	 
16,895(19,895)千円	 
・	 高齢者の歯及び口腔状態が痴呆発症に及ぼす影響に関する研究（財団法人ぼけ予防協会）	 研
究代表者	 渡邉	 誠	 2002年度	 配分額3,000(3,000)千円	 
・	 高齢者における歯の欠損・歯周病と認知症に関する調査事業（財団法人ぼけ予防協会）	 研
究代表者	 渡邉	 誠	 2005年	 配分額	 1,000(1,000)千円	 
	 	 
	 
	 
論文業績リスト	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